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研 13

高強度コンクリー トの強度管理用供試体の保管条件による

強度への影響について

O 長 根 良 美 *1 伊藤 司 *1  国 井 一 司米2  風 問 美 男 *3  原 田 修 輔 *4

要旨 :標準養生を開始するまでの供試体の保管条件が高強度コンクリー トの強度試験結果に及ぼす
影響について検討を行つた。保管場所を空調された室内、 日 かげおよび日なたの 3水 準とし、それ
ぞれ保管期間を 1日 、2日 、3日 間とした場合の供試体強度を比較 した。また、供試体上面にシール
を施 した場合とそ うでない場合との供試体強度についても比様を行なつた。

その結果、日なたで保管された供試体は室内で保管された供試体に比べ最大で 21111/nlm2程度も強
度が低くなることが確認された。また、水中養生を開始するまでの保管期間と強度との関係は、セ
メン トの種類によって異なることが認められた。

キーワー ドi高強度コンクリー ト、圧縮強度、保管条件

1 は じめに

高強度コンクリー トでは、標準養生を開始するまでの保管条件による強度への影響を通常のコン
クリー トよりも大きく受けると考えられる。このため、高強度コンクリー トの供試体は標準茎生を
開始するまでの保管中、温度や乾燥による影響を受けないよう配合決定のために実施 した試験と同
じ条件で保管することが望ましい。一般に配合決定試験では、空調された試験室内で供試体を保管
する場合が多い。これに対し、コンクリー トの受け入れ現場では強度管理用の供試体を建設現場内
で保管するため、配合決定時と同様な保管条件を確保できない場合が少なくない。

そこで本報告では、標準養生を開始するまでの供試体の保管方法が高強度コンクリー トの供試体
強度に及ぼす影響について夏期に検討 した結果を報告する。

2 検 討因子および試験概要

試験因子を表-1に 、使用材料およ

びコンクリー トの配合を表-2、3に示

す。高強度コンクリー トに用いるセメ

ン トは普通ポル トラン ドセメン ト、中

庸熱ポル トラン ドセメン トおよび低熱

ポル トランドセメン トの 3種類とした。

高強度ヨンクリー トは構造体補正強度

60Wmfの ものを検討対象とした。ま

た、比較用として普通ボル トランドセ

表-1 試 験因子

試料 保管場所 保管時PHD 上面 シール

高強度 コンク リー ト

N(60)

I(60)

L (60)

普通 ヨンク リー ト

N(30)

試験ヨ

1 日間 な し

2日 間
な し

有 り

3 日 的 な し

屋外

(日かげ)

]日 間 な し

2 日 間
な し

有 り

3日 周 な し

屋外

〈日なた)

1日 間 な し

2 日筒
な し

有 リ

3 日 間 な し

１

３

＊

＊

東京エスオーシー株式会社
市川エスオーシー生ヨン株式会社

昭和エスオーシー株式会社
住友大阪セメン ト株式会社
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４

＊
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メントを使用 した呼び強度 30の

普通コンクリー トも試験 した。

供試体の保管場所による影響

を比較するため、保管場所を試験

室内と屋外とした。なお、屋外に

ついては直射 日光が

当らない場所 (以降、

日かげ)お よび直射

日光が照射する場所

(日なた)と し、3

種類の保管場所につ

いて試験を行つた。

ルデン製のフィルムで覆った場合 (上面シール有 り)と フィルムを施さない場合 (上面シールなし)

の強度を比較 し、シールの効果について検討した。

試料は強制二軸型の実機 ミキサ (容量 60m3、練混ぜ量 20m3)で 練 り混ぜた。試料の練混ぜは

H16年 8月 31日 に行い、その後、保管中の供試体中心の温度を熱電対により測定した。供試体の業

生は標準養生とし、材齢7日 と28日で圧縮強度を預J定した。型枠には金属製の軽量型枠を使用した。

標準養生を開始するまでの供試体の保管期間

は、1日間、2日 間および 3日 間とし、保管期間

の違いが強度に及ぼす影響についても検討した。

さらに、保管期間を2日 間とした場合におい

て、供試体からの水分の逸散を防止するために

型枠に打ち込み後、直ちに上面をポツ塩化ビニ

表-4 フ レッシュコンクリー トの性状

―
   1   660   1  48  1 304 1  2 0  ‐  30 0

N(60) 635 6 7 334 2 4 320

N(30) 203 4 1 31 0
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図-1 温 度測定結果
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表-2 使 用材料

セメン ト

普通ポル トラン ドセメン ト (仕友大阪セメン ト製)

中席熱ポル トランドセメン ト (住友大阪セメン ト製)

lr fttポル トランドセメン ト (住友大阪セメン ト製)

■1骨材
H」砂 (子栞県宮津産) 実 屯密度 260g7■ ll コM210

石灰石作,(高 知県烏形山産) 表 乾名度 266み mS FM340

紅骨材 石灰石砕石 (高知県烏形山直) 表 Fb密度 270gtEIS FM 660

混和剤 高性能AE滋 水剤

表-3 配  合

種

類

記

ｏ，

４

類

ど

種

Wた

( °。)

竺気量

(%)
紘
ｍ

単位量 (■g/mめ 氾和剤

添加率C W 山砂 砕 砂 C

一高

級

度

N(60) N 3 0 489 486 170 494 12%

M(60) M 314 3 0 486 524 165 486 891 12%

L(60) L 297 3 0 480 555 165 473 325 12%

普 通 N(30) N 510 4 5 463 343 175 330 372 10%

供調本中心温度 N(60)

E誰|

ヨ晟外気温

一押‐・外気一
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e 試 験結果

フレッシュコンクリー トの試験結

果を表-4に 示す。保管中の供試体中

心温度および室温 ・外気温の測定結果

の一例を図-1に 示す。N(60)の 場

合、日なた、日かげ、室内保管の供試

体最高温度はそれぞれ 419℃、356℃、

282℃であった。また、保管場所が同

じ場合、セメント種類による供試体温

度の違いは認められなかつた。

室温は平均 225℃、最高 264℃であ

り、外気温は平均 288℃、最高338℃

表-5 圧 縮強度試験結果

保管

場所

上面

シータレ

の有無

曜
獅
い

圧縮強度(N/mmう
N( 60 M(60) し(60) N(30)

7日 28日 7日 亦 日 7日 28日 7日 28日

雪 内

な し

1 583 713 S51 698 456 7o l 360 463

2 547 684 514 71 0 442 709 348 447

3 562 69 1 487 767 462 7】2 345 447

日かヤデ

1 558 679 545 687 473 702 324

2 505 642 51 0 690 477 686 292

3 522 627 505 657 464 689 317 408

日なた

1 41 9 541 454 625 272 470 342 443

2 405 443 41 4 532 318 523 311 41〕

3 362 477 52 1 603 396 441 296 400

室 内

冷り

2 558 692 524 697 437 696 342 442

日か げ 2 526 640 512 647 442 665 31 5 411

日なた 2 506 619 487 626 447 648 3】3 407

6 日 間

室  E I

あヽ

内 十す

であった。

圧縮強度試験の結果を表-5に 示す。図-21よ室内で1日間保管された場合の材齢28日強度と各々
の条件で保管された場合の材齢 28日強度の差を示したものである。N(60)の 場合、日かげ保管の

場合では約 8N/mln2の差であったが、日なた保管の場合では 20Nれm2を 超える強度差が認められ
た。M(60)と L(60)の 場合、日なたで保管した場合の強度低下は N(60)と 同様に顕著である
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図-2 室 内で 1日 間保管した場合と各保管条件との強度差
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ものの、 日かげで保管し

た場合と室内保管との強

度差は僅かであった。こ

のように、普通ポル トラ

ンドセメントを使用した

高強度コンクリー トにつ

いては、日かげで保管し

た場合の強度が室内で保

管した場合の強度に比べ

て比較的大きく低下した

ため注意が必要である。
一方、普通ヨンクリー

トN(30)に ついては、

日かげ保管、日なた保管

ともに6N/1m12程度の強

度低下が認められた。こ

れより、高強度コンクリ
ー トでは直射日光を受け

た場合の強度低下が普通

コンクリー トに比べて極

めて大きくなることが認

められた。

保管期間による影響に

ついては、日かげ、日な

たで保管されたN(60)

および N(30)の 場合に

おいて、保管期間を1日

間とした方が 2日間、3

日間保管した場合に比

べて、室内で 1日間保

管した場合との強度差

が少なくなる傾向が認

められる。一方、M(60)

および L(60)で は、

3負度差と保管期間との

間に明らかな傾向は認

められなかった。

図-3、4は 1回の強

度試験に用いた供試体
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図-3 圧 縮強度試験における供試体 3本 の強度のばらつき
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よる強度の比較図-5 上 面シールの有無に

3末 の平均強度および最大値、最小値を示した

ものである。高強度コンクリー トではセメン ト

種類に関わらず 日なたで保管した場合における

強度のばらつきが顕著となつた。高強度コンク

リー トではブリーディングが少ないため直射 日

光による乾燥を受け、写真-1に 示すようなひ

び害Jれが保管期間中に発生してお り、このひび

害!れの状況 (程度 方 向等)に より強度試験の

結果が大きくばらついたものと考えられる。な

お、普通コンクリー トの N(30)で は、このひ

び害」れは発生しておらず、日なたで保管した場

合においても強度試験の結果に顕著なばらつき

は認められない。

供試体上面をシールして保管した場合と施さ

なかつた場合の強度を比較したものが図-5で

ある。高強度コンクリー トの場合、上面シール

を施すことにより日なた保管における強度低下

を幾らか抑制する効果が認められる。しかしな

がら、上面シールを施 した場合においても、直

射 日光の当る場所で保管された場合の強度は室

写真-2 上 面シールの有無による供討体
表面の比較 (左 :上面シール無 し、
右 !上面シール有り)ど ちらも日な
たで 2日 間保管)

写真-1日 なた保管で生 じたひび書けれ
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内で保管された場合に比べて 7N/mm2程

度低下した。上面シールの有無に関わら

ず保管中の供試体に直射 日光を当てない

ことが重要であることが再認識された。

一方、写真-2に 示すように供試体上面

にシールを施すことにより、日なたで保

管された場合に発生したひび害!れは認め

られなくなり、極めて平渦な供試体表面

が得られた。さらに、図-6に 示すよう

に上面シールにより供試体 3本 の強度の

ばらつきも大きく低減された。直射 日光

が当たる場所で供試体を保管 し、さらに

上面をシール した場合には強度のはらつ

きや外見上の変状が認め難くなることを

留意しておく必要があると思われる。

無 有 無 有 無 有 無 有

上面シールの有無

図-6 上 面シールの有無による強度の

ばらつき度合いの比較
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夏期における高強度コンクリー ト (構造体補正強度 60N/mm2)の材齢 1～3日 間における保管条

件が、強度試験結果に及ぼす影響について検討 した桔果、以下の知見が得られた。

(1)高強度コンクリー トの場合、直射 日光の当る場所で保管された供試体の強度は空調された室内

で保管された強度に比べて大幅に低下し、その低下は 20N/mm2を超える場合も認められた。

(2)普通コンクリー ト (普通ポル トランドセメン ト使用、呼び強度 30)で は、室内で保管された

場合の強度に比べ、日なたおよび日かげで保管された場合の強度は t l1/rrlln2程度低くなった。

(3)普通ポル トラン ドセメントを使用した場合、保管期間を 1日 とした方が、保管期間を 2日 、3

日間とする場合よりも強度が高くなる傾向を示した。
一方、中庸熱および低熱ポル トラン ドセ

メン トを使用した高強度コンクリー トの場合には材齢 3日 までの保管期間と強度との間に明僚

な関係は認められなかつた。

(4)日かげで保管された場合の高強度コンクリー トヘの影響はセメン トの種類によつて異なり、普

通ポル トラン ドセメントを用いた場合、室内保管された場合に比べて 3～9N/mln2 3強度が低くな

った。
一方、低熱ポル トラン ドセメントを使用した場合、日かげと室内保管との間に顕著な強

度差は認められなかつた。

(5)高強度ヨンクリー トに対し、直射 日光のあたる場所での水分の逸欲を防止する目的で上面シー

ルを施した場合、シールを施さない場合に対し9～18N/mm2ほど高い強度が得られた。 しかし

ながら、試験室内で 1日間保管した場合の強度に対 しては 7N/nlポ程度低い値となつた。

共同研究者 !市川エスオーシー生ヨン (株)、埼玉エスオーシー (株)、仁倉エスオーシー (株)、

昭和エスオーシー (株)、東京エスオーシー (株)、成田エスオーシー (株)、宮松エスオーシー (株)、

横浜エスオーシー (株)、吉建エスオーシー (株)、住友大阪セメン ト (株)
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